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1. は じ め に
量子情報技術研究会の予稿原稿を LATEXで作成される場合は、
電子情報通信学会のクラスファイル ieicej.clsを使い、この
テンプレート qit-template.texを参考にして、作成してくだ
さい。
原稿の長さは、A4刷り上がりで、口頭発表の場合は 6ペー
ジ以内、ポスター発表の場合は 4ページ以内です。
電子情報通信学会のWebから投稿された PDFが（資料番号
を付与し、ページ番号を通し番号に変更する以外は）そのまま
印刷されます。Webでアップロードされる前に、必ず印刷して
ご確認いただくなど、アップロード画面に表示される注意事項
をお守りください。
なお、量子情報技術研究会は、第二種研究会なので、予稿の
著作権は著者に属します。Web投稿画面では、学会に移転する
ように表示されますが、それは適用されませんので、無視して
ください。

クラスファイルの詳しい使い方については、readme.pdf “電子
情報通信学会論文誌 pLATEX 2𝜀 クラスファイル (ieicej.cls version
3.3)の使い方”を参照してください。量子情報技術研究会の予
稿原稿は「技術研究報告」のスタイルを使用します。
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